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☆ 社会教育関係団体登録について【平成２９年度登録（新規・更新）分】 

 

○ 社会教育関係団体の登録 

  日の出町では、町内の公共施設や自宅などを会場に広く町の人たちに門戸を開放して自主的な活動をして

いる団体で、なおかつ、会員同士が費用を出し合って自主的に運営して、社会教育に関する事業を続けて計

画している団体に対して、「社会教育関係団体の登録制度」を設けて社会教育の振興と、社会教育関係団体

の育成発展を支援しています。 

 

１．社会教育関係団体とは… 

  「社会教育関係団体」とは、法人であると否とを問わず、公の支配に属しない団体で社会教育に関する事

業を行うことを主たる目的とするものをいいます。（社会教育法第１０条） 

 【活動事例】 

○ スポーツ活動 

○ 文化・芸術活動（合唱・大正琴・書道・茶道・絵画 等） 

 

２．社会教育関係団体の登録をすると… 

  日の出町の登録要件に適した団体を「日の出町社会教育関係団体」として登録し、各種活動に対する支援

を行なっていきます。 

 【支援の内容】 

  ① 町の社会教育施設及び社会体育施設の使用料が減額されます。 

  ② 日の出町社会教育関係団体補助金交付要綱により、予算の範囲内で、活動費の一部を補助する目的で

補助金が交付されます。（但し、団体からの申請による） 

  ③ 活動内容・連絡先等をホームページや団体紹介資料に掲載し、広く個々の町民に周知します。 

 

３．登録の要件は… 

  登録するには、登録要綱により、以下の要件をすべて満たしている団体であることが必要です。 

  （１） 社会教育に関する事業を継続的かつ計画的に行ない、次の行為を行なわない団体。 

①専ら営利を目的とした事業。 

②特定の政党の利害に関する事業。 

③公の選挙に関し、特定の候補者を支持し、又はこれに反対するような政治活動。 

④特定の宗教を支持する行為。 

（２） 団体の組織及び運営に関し、次の要件を備えていること。 

①団体の構成員が５人以上で、構成員の半数以上が町内に在住、在勤又は在学している。 

②構成員は、日の出町内にある同一種目の社会教育関係団体に重複登録していない。 

③団体の代表者は、日の出町内に在住している。 

④広く個々の町民に開放された団体である。 

⑤団体の組織及び活動のための規約・会則を有する。 
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４．審査における認定の判断基準は… 

  上記登録要件を満たしていても、以下の条件についてさらに審査し、認定の判断基準とさせていただきま

すのでご注意ください。 

  （１） 団体の主たる活動の場及び活動の本拠が町内であること。 

（２） 広域にわたって活動している団体については、日の出町内にある団体とはみなさない。 

（３） 団体の代表者に町議会議員や公の選挙の候補者がなっていないこと。さらに、公の選挙の特定候

補者の推薦人などで社会教育関係団体の名称や団体代表者の肩書きを使用していないこと。 

（４） 団体会員の自主的、主体的な運営を重視し、従って団体の運営が講師に依存されている教室的な

ものに関しては登録できない。 

   【教室とサークルの違い】 

     ①「教室」とは…・教える側が主体。 

             ・先生が声をかけて生徒を集めている団体 

             ・先生が代表を務めたり、または、準備や運営を行なっている団体 

      →登録できません。 

②「サークル」とは…・学ぼうとする側が主体。 

               ・仲間同士で集まり設立した団体 

・講師を外部から呼ぶか、無報酬にて仲間同士で教え、準備や運営は会

員で行なっている団体 

（５） 自治会とその下部組織（自治会内活動）、地域婦人会、PTA と保護者会、子供会と子供育成会、

地域青年団、老人会などと社会教育関係団体を区別する。 

（６） 団体の代表者、責任者は成人であり、町内在住であること。 

（７） 主な活動費に会員からの会費をあてていること。 

（８） 過去１年間以上の活動実績があること。 

 

５．登録方法について… 

  以下の提出書類を日の出町教育委員会文化スポーツ課へ提出してください。 

  （１） 申請書（様式第１号）：新規または更新のいずれかに丸をつけて、申請書を記入してください。 

  （２） 団体の規約（会則）：整備されていない場合は、添付の団体規約例を参考に作成してください。 

  （３） 活動報告書（様式第１号の２）：平成２８年中の活動内容を記入してください。 

                     提出日以降の活動については、予定を記入してください。 

  （４） 決算書（様式第１号の３）：平成２７年度の決算を記入してください。（総会資料可） 

  （５） 予算書（様式第１号の５）：平成２８年度の予算を記入してください。（総会資料可） 

  （６） 会員名簿：会員名簿は、団体の構成員が５人以上で、構成員の半数以上が町内に在住、在勤また

は在学していることを確認するための資料です。 

平成２８年４月１日現在で記入してください。 

＊万が一、名簿の内容に虚偽があったことが判明した場合は、「社会教育関係団体」

の登録を取り消す場合がありますのでご注意ください。 

（７） 加盟団体報告書（様式第１号の６）： 
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連盟を組織している団体のみ、その連盟に加盟している団体について記入してください。 

  ※ 申請書以外は様式の必要事項が記載されていれば独自に作成したもので結構です。（総会資料可） 

  ＊ 社会教育関係団体として、今後の活動状況を把握する必要がありますので、以下の書類について、

平成２９年５月頃、改めて提出をお願いする予定ですので、ご承知おきください。 

１．平成２８年度の活動報告書 

２．平成２８年度の決算書 

３．平成２９年度の活動計画書 

４．平成２９年度の予算書 

５．平成２９年４月１日現在の会員名簿 

    ☆ 平成２９年度の総会資料の提出でも可能です。 

 

６．登録の有効期間について… 

  今回の認定により、平成２９年４月１日～平成３２年３月３１日が登録期間となります。 

 

 

◎提出・問い合わせ先 

日の出町教育委員会 文化スポーツ課 社会教育係 

ＴＥＬ：０４２－５９７－０５１１（内線：５４２） 


